
 

苫小牧市立拓勇小学校 

 

・体力向上プラン 

・実践概要 
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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・児童及び保護者アンケート､生活習慣 

チェックから｢体育の授業が楽しい」、 

「運動が好き」と答える児童の割合80％ 

を維持する。 

 

・ 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

 スクリーンタイムが長い児童の割合が

高い。 

 生活習慣、運動習慣が整っている児童の

割合が高いが、運動習慣についてはスポ

ーツ少年団に所属している児童が多い

ため特定の体の動かし方ばかりに偏っ

ていることが予想される。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

 第１学年男子 50ｍ走、第２学年男子 50ｍ

走･立ち幅とび、第２学年女子 50ｍ走、第

５学年男女 20ｍシャトルランが５ポイン

ト以上平均を下回っている。 

 走るテスト種目に全国平均以下が多い。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
 複数回の新体力テスト 

【成果指標】 
 昨年度の課題の見られた「反復横とび」、
「20m シャトルラン」、「50m 走」、「ハンド
ボール投げ」の結果が全国平均と並ぶように
する。 

【評価結果】 
・中間評価（10月） 
｢反復横とび｣と｢ハンドボール投げ｣は概ね全国平 

均を上回った｡｢20m シャトルラン｣と｢50m 走｣は 

全国平均を下回った。 
・最終評価（２月） 
1 回目の測定で全国平均を上回らなかった｢立ち幅 

とび｣を計測して、2回目は全国平均を上回った。 

１ 多様な運動に親しむことができる運動環境の整備 

校舎内ホールになわ跳び専用スペース、グラウンドに 200ｍトラック・50ｍ走

路・ドッジボールコート・サッカーコート、鉄棒付近に小学校で扱う鉄棒技一覧

表を常設して、休み時間や放課後に多様な運動に親しむことができる運動環境

を整備する。 

２ 通年での縄跳びの取組 

一年間を見通して運動量が少なくなりそうな時季に合わせて、様々ななわ跳び

の取組を行う。（短なわを用いて技の達成を目指す、短なわを用いて一定時間跳

べる回数を競う、長なわを用いて学級全員で連続８の字跳び、長なわを用いて学

級全員で連続両足跳び） 

・年間を通して、体育授業及び体育授業以外におけるなわ跳び運動の取組を実施 

・走運動の取組の定期的な実施 

・校舎内外の運動環境整備 

令和４年度 苫小牧市立拓勇小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・特に課題の見られた「反復横とび」、「20ｍ 

シャトルラン｣、「50ｍ走」、「ハンドボール 

投げ｣の４種目について全国平均を目指 

す｡ 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
 学期末の子供に対するアンケート 
 学校評価 

【成果指標】 
 「体育の授業が楽しい」、「運動が好き」と答え
る児童の割合 80％を維持する。 

【評価結果】 
・中間評価（10月） 
「体育の授業が楽しい」99.7％ 

「運動が好き」99.5％ 
・最終評価（２月） 
「体育の授業が楽しい」98.6％ 

「運動が好き」99.7％ 

【取組指標】 
１ 保体部で連 
携して年間を 
通して場の維 
持に努める。 

 
 
２ ６、11、１月
に実施する。 



苫小牧市立拓勇小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 754名（男子381名 女子373名）

教職員数 41名

自己肯定感や主体的に運動に取り組む意欲を高める授業づくり

・新体力テストの結果が全国平均を上回る｡特に課題の見られた｢反復横跳び｣､｢20ｍシャトルラン｣､｢50ｍ走｣､｢ソフトボール投げ｣の４

種目について全国平均と並ぶようにする｡

・児童及び保護者アンケート、生活習慣チェックから「体育の授業が楽しい」､｢運動が好き｣と答える児童の割合80％以上を維持する。

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

単元や内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

「導入」場面における指導の手立てのポイント 「まとめ」場面における指導の手立てのポイント「展開」場面における指導の手立てのポイント

○ 個別最適な学びが計画された授業

・児童一人一人が｢できる｣｢わかる｣実感がもてる授業にするために、児童自身が発見した課題を自ら選んだ練習を通して

解決していこうとする授業を計画する。

・自ら選んだ練習を通して「何が身に付いたか（学習評価の充実）」を振り返る時間を保障する。

･単元や本時の見通しが持てる板書の工夫 ･技能のポイントを分かりやすく提示

･目的を明確にした練習の実施

・指導事項の確実な定着に向け、授業の中で児

童が表現した言葉を活用したまとめの実施

【本時の見通しが持てる板書①】 【本時の学習内容の定着に向けた板書】【技能のポイントのワークシート】



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

児童が主体的に運動に取り組むための環境整備 全校的な体力および生活習慣向上の取組

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・休み時間や放課後に児童が主体的に運動できる環境整備

・どさんこ元気アップチャレンジ「なわとびトライ」への参加

・縄跳び達人カードを使用し、実施状況を見える化

・降雪でグラウンドが使用できない時期には、長なわを用いた運動

を重点的に実施

・令和３年度と比較して全国平均を上回った項目が増加した。
・体育専科教員赴任前(R1)と比較して、全国平均以下の数値が向
上した。

・新体力テストの走運動に関する種目で全国平均を下回っ

た種目が多く見られたことから、次年度は走運動を含ん

だ取組を保健体育委員会と連携を図りながら実施する必

要がある。

・休み時間になわ跳び遊びを促す取組及び長短のなわ跳び

を用いた運動を実施したことにより、なわ跳びに親しむ

児童が増加した。今後、なわ跳びに親しむ児童がさらに

増加するよう、授業冒頭で縄跳び達人カードを使用した

活動や達成感を味わうことができる活動を実施する必要

がある。

【体力向上のためのグラウンド環境整備のイメージ】

【令和４年度の各学年の新体力テスト結果】

【全校における縄跳びの取組のイメージ】


